
　

前
号
の『
岡
目
一
目
』内
の「
天

の
川
ふ
り
さ
け
み
れ
ば
」
は
「
天

の
原
」
の
間
違
い
で
し
た
。
お
詫

び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

【
記
事
訂
正
の
お
知
ら
せ
】

「
岡
目
一
目
」

　

群
馬
県
の
富
岡
製
糸
場
が
ユ

ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に
登

録
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
十

年
来
の
悲
願
が
実
っ
た
。
群
馬

県
の
出
し
た
十
ヶ
所
を
、
文
化

庁
は
四
ヶ
所
に
絞
っ
た
と
い

う
。

　

高
山
市
の
「
高
山
祭
の
屋
台

行
事
」
の
提
案
に
対
し
、
文
化

庁
は
全
国
三
十
二
の
「
山
・
鉾
・

屋
台
行
事
」
と
し
て
の
「
一
括

登
録
」
の
提
案
を
し
た
。

　

屋
台
組
の
人
々
は
「
高
山
の

屋
台
こ
そ
が
屋
台
の
中
の
屋

台
」
と
誇
り
高
く
言
う
人
が
多

い
。
バ
ラ
ン
ス
の
美
し
さ
は
比

類
な
い
。
そ
れ
が
山
や
鉾
と
一

緒
く
た
に
、
三
十
二
の
中
で
一

括
登
録
と
い
う
の
が
、
ど
う
も

釈
然
と
し
な
い
と
言
う
人
も
い

る
。
他
の
三
十
一
ヶ
所
も
同
じ

こ
と
を
言
っ
て
い
る
か
も
知
れ

な
い
が
…
。

　

し
か
し
「
和
食
」
の
前
例
も

あ
る
。
寿
司
だ
天
麩
羅
だ
と
ケ

ン
カ
し
て
い
た
の
で
は
、
ま
と

ま
る
も
の
も
ま
と
ま
ら
な
い
。

屋
台
も
前
回
の
苦
杯
の
こ
と
を

思
え
ば
、
一
歩
前
進
な
の
だ
ろ

う
。

　

文
化
庁
は
、
深
慮
遠
謀
の
上

で
の
苦
肉
の
提
案
と
思
う
。
地

元
高
山
も
、
実
現
を
目
指
し
て

さ
ら
に
努
力
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
人
手
不
足
で
苦
労
し

て
い
る
屋
台
組
の
人
々
の
こ
と

も
気
に
か
か
る
。

　
　
　
　
　
〈
ガ
ン
モ
ン
モ
筆
〉

　

高
山
市
民
文
化
会
館
は
、
平
成

十
八
年
度
か
ら
（
一
社
）
高
山
市

文
化
協
会
が
指
定
管
理
を
受
託
し

て
い
ま
す
。
そ
の
文
化
会
館
は
、

高
山
駅
西
側
の
好
立
地
に
あ
り
、

千
二
百
名
以
上
収
容
で
き
る
大
ホ

ー
ル
、
四
百
名
収
容
の
小
ホ
ー
ル

及
び
各
種
学
習
室
、
会
議
室
を
備

え
た
複
合
文
化
施
設
と
し
て
、
年

間
三
十
万
人
も
の
皆
様
に
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

特
に
大
ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
の

利
用
頻
度
は
、
他
市
同
様
の
施
設

と
比
べ
て
も
高
く
、
年
間
二
百
日

以
上
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、

会
議
や
展
示
会
な
ど
も
数
多
く
開

催
さ
れ
、
施
設
予
約
の
際
に
複
数

の
団
体
が
競
合
す
る
こ
と
も
度
々

あ
り
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い

ま
す
。

　

文
化
会
館
は
、
主
に
利
用
料
が

半
額
と
な
る
高
山
市
公
民
館
登
録

団
体
や
そ
の
他
の
市
民
文
化
団
体

の
練
習
や
発
表
の
場
と
し
て
、
ま

た
全
国
大
会
の
中
央
会
場
、
各
種

企
業
の
研
修
・
会
議
や
町
内
会
の

会
合
、
学
校
の
校
外
活
動
の
場
な

ど
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
他
に
個
人
で
の
利
用
も
多

く
、
文
化
会
館
は
広
く
市
民
に
定

着
し
た
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
文
化
会
館
は
昭

和
五
十
七
年
の
開
館
か
ら
三
十
三

年
が
経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化

が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
数
年

前
よ
り
、
ホ
ー
ル
の
舞
台
や
客
席

　

私
た
ち
は
樹
木
の
美
し
さ
を

見
直
す
と
と
も
に
、
心
の
癒
し

と
し
て
盆
栽
を
位
置
づ
け
、
古

く
か
ら
伝
わ
る
文
化
を
継
承
し

つ
つ
楽
し
ん
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
盆
栽
協
会
飛
騨
支
部
は

昭
和
四
十
五
年
に
創
立
さ
れ
、

平
成
三
十
一
年
で
五
十
周
年
を

迎
え
ま
す
。
全
国
で
も
あ
ま
り

成
し
遂
げ
て
い
な
い
五
十
周
年

記
念
展
に
向
け
て
、
日
々
会
員

が
努
力
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

盆
栽
展
の
最
高
峰
、
国
風
盆

栽
展
は
、
東
京
上
野
美
術
館
で

行
わ
れ
ま
す
。
我
が
会
に
は
、

厳
し
い
審
査
を
経
て
出
展
さ
れ

る
会
員
の
方
も
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
展
示
会
に
は
、
皇
族
や
政

治
家
な
ど
著
名
な
方
も
多
数
参

観
さ
れ
ま
す
。

　

我
が
会
も
会
員
の
高
齢
化
な

ど
に
よ
り
減
少
が
進
み
、
増
員

の
た
め
の
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

自
然
が
提
供
す
る
「
癒
し
」
を

盆
栽
に
求
め
て
み
て
は
如
何
で

し
ょ
う
。

　

六
月
十
四
日
～
十
五
日
に
は

辻
ヶ
森
公
民

館
に
お
い
て

展
示
会
を
開

催
し
ま
す
。

会
員
が
丹
精

込
め
た
自
然

の
縮
図
を
ぜ

ひ
ご
鑑
賞
く

だ
さ
い
。

の
改
修
、
空
調
設
備
の
補
修
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
、

建
物
外
壁
の
補
修
、
ホ
ー
ル
音

響
・
ホ
ー
ル
照
明
・
空
調
設
備

の
改
修
な
ど
が
必
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。
ま
た
、
建
設
当
時
と
比

べ
利
用
者
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
し
て

お
り
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場

合
も
増
え
て
い
ま
す
。

　

当
協
会
で
は
こ
う
し
た
現
状
を

踏
ま
え
、
昨
年
の
「
市
長
と
語
る

会
」
に
お
い
て
、
次
期
高
山
市
総

合
計
画
に
「
新
高
山
市
民
文
化
会

館
の
建
設
」
を
加
え
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

　

文
化
会
館
は
、市
民
の
文
化
活

動
の
中
心
施
設
で
す
。今
後
と
も
よ

り
良
い
施
設
と
な
る
よ
う
努
力
い

た
し
ま
す
。市
民
の
皆
様
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

特
別
企
画
展
「
エ
ジ
プ
ト
Ｖ
Ｓ
縄

文
展
」

◇
日
時　

六
月
十
二
日
（
木
）
～

九
月
七
日
（
日
）

◇
場
所　

光
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

◇
料
金　

入
館
料
が
必
要

第
三
十
七
回
飛
騨
吟
剣
詩
舞
連
合

会
発
表
会

◇
日
時　

六
月
十
四
日
（
土
）
午

前
九
時
三
十
分
～

◇
場
所　

文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

第
六
十
四
回
全
日
写
連
飛
騨
支
部

写
真
展

◇
日
時　

六
月
二
十
七
日
（
金
）

～
二
十
九
日
（
日
）
午
前
九
時
～

午
後
六
時（
最
終
日
午
後
四
時
ま
で
）

◇
場
所　

文
化
会
館
三
階
講
堂

（
一
社
）高
山
市
文
化
協
会
加
盟
団
体

文
化
協
会
後
援
　
催
事
の
お
知
ら
せ

文
化
協
会

加
盟
団
体
紹
介

高
山
市
民
文
化
会
館
の
現
況

年
間
三
十
万
人
が
利
用

【（
一社
）日
本
盆
栽
協
会
飛
騨
支
部
】支
部
長
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